
1 り んご 新 品種 「千秋」 (園試,果 樹部)

ジョナゴールドの前に収稜販売できる中生種である。甘酸適和

した果汁が多く食味が極めて優れ,と くにわい化栽培において優

秀性を発揮する。

(1)背景とねらい

現在栽培されているりんご中生種の主なものは,紅 玉,ス ターキング, レッドゴール ド他

に陸奥,ゴ ールデンがあり,最 近, ジョナゴールドが食味の優れていることや,豊 産性であ

ることから注目され増植されている。

これら中生種のうち,ス ターキングやレッドゴールドは貯蔵性のないことや酸味が少ない

ことなど食味が劣るとして消費者から敬遠されがちであり,陸 奥,ゴ ールデ ンなども外観本

位の有袋栽培のため,品 質低下 (果実内容)が 著 しく消費が蔵少傾向となっている。

かかる見地から,食 味の優れた中生新品種を検索 していたところ,消 費者の暗好に適する

品種として千秋をみいだしたので奨励したい。

物)技 術内容

千秋の特性

1)収 穫期 9月 下旬～ 10月 中旬

2)果  実

① 大 きさは250～ 280,の 中玉

② 果 形は円杉～長円杉

③ 着 色は鮮紅色～褐紅色で外観良好

④ 果 実内容,果 肉はち密で歯ざわりが良 く,糖 度 14%,酸 度 0,5%前 後と甘酸適和で

果汁多く,食 味さわやかである。

3)貯 蔵性は常温で約 1ケ 月

4)樹 姿は開張性で葉は細長 く,樹 勢は旺建,主 要品種との交配親和性は高 く,結 実性が高

い。 しかもスターキングのような早期落果 (ジュンドロップ)や 収穫直前落果も殆んどな

く,落 果防止剤の散布は必要がない。

5)適 応地域

県下全域

侶)指 導上の留意点

1)本 種は 250～ 280け の中玉種であるが,過 音果では,小 玉 (150～ 2003)に

なり,成 収となるので早期適果,適 正着果 (4頂 芽 1果 )に つとめ生産安定をはかる。
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2)9月 20日 頃になると果実全面に着色し,糖 分も14%位 となるが着色が良 く,糖 分が

高いからといって早採 りすると酸味が強く,食 味が劣るので,収 穫時期を誤 らないよぅに

する。

3)果 色は無袋で鮮紅色～褐紅色で外観が優れているので,有 袋栽培は行わない。

4)病 害では,斑 点落棄病の曜病性がな、じと同程度なので,防 除にあたっては,お、じ同様の

扱いとする。

5)収 穫期が遅れると果面が油質性となるので注意する。

14)試 験成績の概要

① 千 秋の発芽,開 花など生態調査では,つ がる,ス ターキングなどと同時期である。

② 果 実の外観および内容等,収 穫時期についてみると,外 観では, 9月 2o日 頃で全面鮮

紅色に着色し,糖 度では 14%以 上となった。一方,酸 度は収穫時期の早いほど強 く,遅

くなるにしたがって職酸の傾向がみられ, 10月 上旬が 0.5%前 後となり,甘 酸適和 し,

食味はすぐれていた。

③ 果 重分布についてみると,昭 和 55年 産では最 も大きい果実が350け で最小は 150

,と なり収穫果全体の平均果重は230,と やや小さめの果実であった。

なお,本 種の特徴 として 150〕 小果でも3008の 大きい果実でも食味に大きな差異

のないことが他の品種にはない優れた点としてあげられる。

④  10月 上旬に関係者で試食した結果は,外 観,食 味ともに好評を得,将 来性についても

有望との結果を得た。

病害虫では特に問題がなく,斑 点落業病についてもお、じとはぼ同程度の曜病性であり,

スターキングなどに比較 し,抵 抗力が強く防除が容易である。

表 1 生 態調査  (昭 和 55年 )

発 芽 期 開 花 始
1樹当り

収

20

つ が る

4月 12日 5月 15日

穫

日～

日～

玉紅

〃
  (  ″   )

″
  (  ″   )

月1 4日 1  3 . 7 浄 9月  7

5月 15日 9,4″ 0 月 5 日 ～

期
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表 2 収 穫時期別果実内容  (昭 和 55年 産果実)

収 穫 時 期
調査果平均重

( 3 ) (%)

| ス ターキング

9 月2 0 日

9 月2 5 日

1 0 月 2 日

1 0 月 9 日

1 0 月1 5 日

泳( 1 0 月2 2 日

1 0 月 f 日

1 0 月 1 5 日

190.6

235,0

212.7

210.5

231.0

195.4

290.0

206,0

1 4 . 1

1 4 . 5

1 5 . 0

1 4 . 6

1 4 . 6

1 2 . 0

0.70

0.67

0.66

0.51

0.45

16.9

1 6 . 0

1 5 . 2

1 4 . 5

13.9

1 2 . 6

15.813.6

1 4 . 6

0.271

0.80

1 1 月  4 日 310 U

―

―

15.6

注)調 査果は定植 3年 目M26台 使用樹結実果

※ 丸葉台使用スターキング樹に高接ぎ2年 目の結実果

表 3 収 穫果の果重分布

収穫果1ケ重司
~も

ちむ;~

(lbs)

(昭和 55年 産果実)

3 0 0 0

2 9

2509 2003 150,

93 112 23

11.2 36.0 43.4 9.0

表 4 果 実の大きさと果実内容 (昭和 55年 産果実)

果実の大きさ(2)1 糖 度 吻 酸  度  吻 硬 度 ( l b s )

1 5 0  1   1 4 , 2

2 0 0  1   1 4 , 6

: 岳 十   l      i ; | ;

0 . 5 9

0 . 4 6

0 . 5 4

0 , 4 2

1 6 . 2

1 4 . 6

1 4 . 2

1 3 . 1

注)10月 2回 収機果, 10月 27日 調査
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0 , 9 0 0

0.880

0 . 8 6 0

0.840

0 . 8 2 0

0 . 8 0 0

0 , 7 8 0

0.760

旬別

0 . 9

0 8

0 7

0 6

0 5

0 4

0 3

図 1 成 熱時の品種別果実比重 (1979 秋 田果試)

密度 (9/c冴 )

注)直 示天秤に比重測定装置をつけ,収 穫直後に測定した。

表 5 千 秋の貯蔵性

華葛曇(3)糖 度 吻

図 2 り んご主要品種の甘酸分布

臨度 く%)

12    13    14    15   16

注 1)ヽ 把6台lt用樹収確暴

2)無 代典
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注 1)M26台 使用樹収稽果

2)無 袋果

病害について

表 6 斑 点落葉病

ロ

種 調 査 葉 教 発 病 葉 数 発病葉率(勿 病 斑 数
り
数難斑

一
病

スターキング

お、

6 2 5

8 1 2

7 7 5

2 5

3 4 6

2 5

4 . 0

4 2 . 6

3 . 2

3 2

7 0 7

4 5

0 . 0 5

0 . 8 7

0 , 0 6

表 7

ロ
ロロ 種 調 査 葉 数 発 病 業 数 発病葉率吻 病 斑 数

り
数難

斑
一
病

スターキング

ぶ、

6 2 5

8 1 2

7 7 5

5

1 0

1 0

0 . 8

1 . 2

1 . 3

5

1 0

1 0

0 . 0 1

0 . 0 1

0 . 0 1
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